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0．はじめに
一般に，総称文の主語位置を不定名詞句 un N は占めることができるのに対
して des N/du N は占めることができないとされている。本稿では，不定名詞
句 un N, des N/du N との比較を通して，不定代名詞 quelqu’un/quelque chose の
総称をめぐる特性を明らかにすることをめざす。
1．不定名詞句
1. 1．不定名詞句と量化名詞句
形式意味論では，名詞句（groupes nominaux（GN））は三つに分類される。
たとえば，DOBROVIE-SORIN（2004）では 1）GN référentiels（指示的名詞句。固
有名詞，定冠詞つき名詞など），2）GN quantifiés（量化名詞句。chaque N, tout
N など），3）GN indéfinis（不定名詞句。不定冠詞つき名詞句など）に分類さ
れている。従来の研究において量化名詞句に分類されていた不定名詞句を量化
名詞句と区別する必要性を主張したのは，HEIM（1982）など談話表示理論の
研究者たちであるが，DOBROVIE-SORIN（2004）も，量化名詞句と不定名詞句の
統語的な振る舞いが次のように異なると述べている（pp.9−10）（1）。
不定名詞句は属詞位置を占めることができるが，量化名詞句はできない。
（01）a. Jean est un homme agréable.
b. *Jean est chaque homme que j’ai aimé.
３５
c. *Jean est tout homme que j’ai aimé.
不定名詞句は il y a GN 文，il vient GN 型非人称文の GN 位置を占めること
ができるが，量化名詞句はできない。
（02）a. Il y avait un/trois/des livre（s）sur la table.
b. Il y avait *chaque/??tous les/??les/??la plupart des/??trois des livres sur
la table.
c. Il viendra un/trois/des étudiant（s）ce soir.
d. *Il viendra chaque étudiant ce soir.
1. 2．quelqu’un/quelque chose の分類
1. 1. で見た二つの統語特性に関して，quelqu’un/quelque chose はどのように
振る舞うのだろうか。
quelqu’un/quelque chose が属詞位置を占める例は Frantext や辞書に収録され
ている。
（03）a J’étais quelqu’un qui n’arrêtait pas de s’échapper de là où il était.
（GUIBERT, H. 2001, Le Mausolée des amants : Journal 1976−1991 :
559）
b. Ne pouvant être quelqu’un, il a voulu être quelque chose.
（Logos, Bordas, 1976）
il y a GN 文，il vient GN 型非人称文の GN 位置を占めることもできる。
（04）a. Il me suffisait de savoir qu’il y avait eu quelqu’un pour elle, peu impor-
tait que ce fût moi.（BOUILLIER, G. 2002, Rapport sur moi: 142）
b. La cage d’Adam et ève est posée sur la fenêtre. Je les observe de la
baignoire. Il y a là quelque chose d’étrange, et qui fait peur.（BRISAC,
G. 1996, Week-end de chasse à la mère）
（05）a. S’il venait quelqu’un à la maison, elle jappait deux, trois coups, de sur-
prise, et puis rien.（DUNETON, C. 2007, La chienne de ma vie: 11）
b. Que je ne sois pas encore baptisé ça la tracassait, elle trouvait ça dan-
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gereux ... au cas où il m’arriverait quelque chose, n’est-ce pas ...（BOU-
DARD, A. 1995, Mourir d’enfance: 86）
以上の観察から，quelqu’un/quelque chose は不定名詞句であると考えられる。
2．総称解釈
2. 1．CORBLIN（2010）
CORBLIN（2010）は，不定代名詞 quelqu’un/quelque chose の特徴の一つとし
て，un N とちがって総称解釈されることがない点をあげている。
（06）Un homme est difficile à convaincre.
（07）Quelqu’un est difficile à convaincre.
（08）Une chose n’a pas d’âme.
（09）Quelque chose n’a pas d’âme.
CORBLIN（2010）は，quelqu’un/quelque chose は表出された総称演算子のスコー
プ内に入らない限り総称解釈されないと考え，この点を根拠の一つとして，こ
れらの不定代名詞が存在閉包しか受け入れず，専ら存在解釈される特性を持つ
という仮説を提案している（p.8）（2）。しかし，もしこれらの不定代名詞自体に
存在解釈を選ぶ性質が備わっているのであれば，文中に束縛する演算子がなけ
れば，どのような述語と結びついても存在解釈されるはずである。ところが，
quelqu’un/quelque chose は非特定化述語とは共起しない（3）。
（10）*Quelqu’un est grand/gentil/chauve.（KLEIBER 1981: 163）
（11）*Quelque chose est petit/bon/joli.
このことは CORBLIN（2010）の仮説には問題があることを示している。これ
らの不定代名詞は，存在解釈される性質を本質的に備えているわけではない。
2. 2．un N 総称文
un N はどのようなメカニズムによって総称解釈されるのだろうか。この問
題を分析した論考に東郷（2002）がある。
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un N が総称解釈されるかどうかは，述語の時制の解釈に左右される。
（12）Un castor construit des barrages.（東郷 2002）
述語 construit des barrages の現在時制を発話の現在と解釈するなら，un castor
は存在解釈され，習慣的現在と解釈するなら，総称解釈される。
形式意味論に立脚した東郷（2002）は，un N 総称文には（12）のような局
面レベル述語のみならず，Un chien est fidèle à son maître. のような個体レベル
述語を用いたものもあるが，両者ともに項構造に状況項が組み込まれていると
考えた。それは，Je n’épouserai pas un tel mari. のような文では，現時点 s では
夫ではないが，結婚したという状況 t では夫であるというように，状況によっ
て異なる記述がなされることから，名詞述語にも状況項があると考えられ，
「名詞述語は典型的な個体レベル述語であり，名詞述語に状況項を認めておき
ながら，その一方で他の個体レベル述語に認めないのは一貫性を欠く」からで
ある（p.6）。さらに，この考え方に基づき，un N が導入する個体項 x は動詞
述語と同じ状況項を取り，un N が談話世界に導入されるとき，その解釈はこ
の状況項の値の有無によって決まるという仮説を提案した。
（12）では述語の現在形が発話の時点と解釈されるならば，状況項は発話の
時点という値を取り，un N は存在量化子に束縛され，存在解釈される。一方，
習慣的現在として解釈されると，状況項は具体的な値を取ることができず，un
N は存在量化できなくなる。その場合には，un N は総称演算子に束縛され，
総称解釈される。この仮説から，un N 自体には存在解釈・総称解釈のどちら
かを選定する機能はなく，動詞述語の時制の解釈が un N の解釈の決定に重要
な役割を果たしているということがわかる。
quelqu’un/quelque chose も，特定化述語となら共起するが，非特定化述語と
は共起しないことから，述語と共通する状況項を取ると考えられる（4）。しか
し，（07），（09）で見たように，quelqu’un/quelque chose は述語が総称解釈を導
くものであっても，総称解釈することはできない。総称解釈を導く述語と共通
の状況項は具体的な値を取らないので，その結果 quelqu’un/quelque chose が総
称演算子に束縛されるなら，総称解釈できるはずである。quelqu’un/quelque
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chose が総称解釈できない理由は，quelqu’un/quelque chose 自体に，述語の時
制の総称解釈とは相容れず，総称演算子には束縛されない性質があることが原
因ではないか。
2. 3．des N/du N と総称文
quelqu’un/quelque chose と同じように，総称文に関して un N と対照的な振
る舞いをする不定名詞句に des N/du N がある。un N は総称文の主語になれる
が，des N/du N は一般的にはなれない（5）。これは，両者のどのような違いに
由来するのだろうか。
（13）a. Un carré a quatre côtés.（森・東郷 2004 b）
b. *Des carrés ont quatre côtés.（Ibid.）
c. *De la glace fond à 0°C.（BOSVELD-DE SMET 2000）
森・東郷（2004 b）は，un N と des/du N は，それぞれ「N である一つの個
体」，「N である一つの集合」であれば，潜在的な指示対象として「どれかを
どれでも」指すことができ，両者はどちらも選言的集合を表すと述べている
（p.23）。一方，両者の相違点は，「un N は個体数が 1と定まった個体を表すの
に対し，des N/du N は，集合内部の構造を持たない，数量の不定な集合を表
す点」にあるとし，この差が総称解釈の可否の原因であると主張している
（p.25, 28）。時空間軸に指示対象を定位する特定化述語であれば，指示対象を
時空間定位することにより，その集合を「区切り取る」ことができ，数量を定
めることができるが，総称文の述語は時空間定位しないので，すでに集合の大
きさが定まった主語を要求する。このため，un N は総称文の主語になれるが，
des N/du N はなれないという。森・東郷（2004 b）は数量が定まらない集合は
総称文の主語になれないという仮説を裏付ける傍証として，数量名詞が主語の
総称文をあげている。
（14）Deux ouvriers font plus qu’un seul pour ce travail.
（BOSVELD-DE SMET 1994）
総称をめぐる quelqu’un/quelque chose の特性 ３９
3．quelqu’un/quelque chose の特性
3. 1．選言性とクラス
un N は総称解釈することができ，des N/du N はできない。quelqu’un/quelque
chose が総称解釈できない理由は，des N/du N と同じなのだろうか。まず，こ
れらの不定代名詞が un N, des N/du N との間にどのような共通点・相違点を
持つのかを観察しよう。
森・東郷（2004 b）は des N/du N と un N の共通点として，選言的集合を表
すという点をあげている。「un chien なら，一匹の犬であるもの a1∨a2∨a3 ....
のどれかをどれでも表」し，「des chiens ならば，犬の集合 A1∨A2∨A3 .... の内
のどれでも表す」という（p.23）。quelqu’un/quelque chose もそれぞれ人，物の
どれかをどれでも表す。こうした選言性は quelqu’un/quelque chose が変項であ
ることを示している。このことがこれらの不定代名詞と un N の総称文に関す
る振る舞いの違いの原因ではないと考えられる。
quelqu’un/quelque chose は un N, des N/du N と違い，クラスを表す N がな
い。このため，これらの不定代名詞は中性代名詞 en で照応することができな
い。
（15） Tu as vu｛ quelqu’un/quelque chose｝?
a.− *Oui, j’en ai vu.
b.− *Oui, j’en ai vu｛ un/plusieurs/quelques-uns｝.
しかし，quelqu’un/quelque chose はそれぞれ「人」，「物」を表す。CULIOLI
（1999）は，quelqu’un/quelque chose の un, chose がそれぞれ「人」というクラ
ス，「物」というクラスのゼロではない値の代表（le représentant de la valeur posi-
tive）であると述べている（p.56）。クラスを表す N がないからといって，ク
ラスを構成しないわけではなく，N の欠落が総称解釈できない原因ではない
と考えられる。現に n’importe qui は N がないが，総称文の主語になる。
（16）De nos jours,｛n’importe qui/*quelqu’un｝possède un ordinateur.
４０ 総称をめぐる quelqu’un/quelque chose の特性
（SCHNEDECKER 2002）
3. 2．数量に関する des N/du N, un N との共通点・相違点
quelqu’un/quelque chose と des N/du N は，un N には見られない共通点があ
るのだろうか。まず，quelqu’un/quelque chose が数量に関してどのような特性
を持つかを見よう。SCHNEDECKER（2002）が指摘するように，quelqu’un は com-
bien を用いた疑問文の答えに用いることができない（p.386）。
（17）Combien d’étudiants as-tu reçu aujourd’hui?－｛ *Quelqu’un/Quelques-uns｝.
インフォーマントによると，この問いに Un étudiant. と答えることはできる
が，Des étudiants. と答えることはできない。des N も quelqu’un も数えられる
物を要素とする集合を表すが，具体的な数を提示することはできない。
du N と quelque chose も数量を問う疑問文の答えの文では用いることができ
ない。
（18）Quelle quantité de sel as-tu mis dans la soupe ? -｛ *Quelque chose/*Du sel
/Une cuillerée｝.
数量に関する特性をさらに詳しく見よう。des N は複数を表すマーカーを持
ち，du N は非可算を表すマーカーを持つ。では quelqu’un/quelque chose は，
単数・複数，可算・非可算に関して有標か無標か。
（19）a. Il y a quelqu’un dans le restaurant. On peut y aller.
b. Il y a un client dans le restaurant. On peut y aller.
（20）a. Le bébé a mangé quelque chose et il est tombé malade.
b. Le bébé a mangé de la purée de pommes de terre et il est tombé malade.
インフォーマントによると，（19）a．は，レストランにいる人数が一人であっ
ても，二人以上であっても用いることができる。quelqu’un は un N と違い，
単数・複数の区別を表さない。（20）a．では，赤ん坊が食べた物が数えられる
ものか，数えられないものかは不明である。quelque chose は du N と違い，可
算・非可算の区別に関しても無標であることがわかる。CULIOLI（1994）も
quelqu’un について，unique/multiple の対立に関して中立であり，数量的に不
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定であると述べている。si quelqu’un vient me voir の quelqu’un は「ある特定の
一人の人」を意味することもあれば，「私に会いに来る人々が多分いるだろう」
という意味になることもあるというように，quelqu’un は幅広い「スペクトル」
を持ち，ある一点を指すこともあれば，定まった範囲を持たない集合体を指す
こともあるという（p.266）。
SCHNEDECKER（2002）は制限的否定 ne ... que を含む数量を限定する文脈や
数量を否定する文脈では quelqu’un は用いられないと述べている（p.387）。イ
ンフォーマントによると，quelqu’un を quelque chose に置き換えても同様に非
文になる。un N は問題なく用いられる。
（21）a. Je n’ai vu qu（e）｛ *quelqu’un/*quelque chose/une personne/une chose｝.
b. Je n’ai pas vu｛ *quelqu’un mais deux personnes/une personne mais .../
*quelque chose mais deux choses /une chose mais ...｝.
seul も数量を限定する。SCHNEDECKER（2002）が指摘するように，quelqu’un
は seul と共起しない。quelque chose も同様である。un N は共起する。
（22）a. Seul（e）｛ *quelqu’un/une personne｝m’attendait devant le bureau.
b. Seul（e）｛ *quelque chose/une chose｝a attiré l’attention de Gabriel.
さらに，quelqu’un/quelque chose は des N/du N と同様に，指示対象が累加性
を示す。un N に累加性は見られない。un homme に他の un homme を足すと
数量が増すので un homme では表せないが，quelqu’un/quelque chose に他の
quelqu’un/quelque chose を足しても quelqu’un/quelque chose で表すことができ
る。
（23）a. Il y a un homme dans la salle de réception ... Il y a un homme dans la
tour aussi. Il y a donc *un homme dans le château.
b. Il y a quelqu’un dans la salle de réception. Il y a quelqu’un dans la tour.
Il y a donc quelqu’un dans le château.
（24）On va manger à la maison?－Oui, il y a quelque chose dans le frigo. Et
dans le placard de la cuisine aussi. On a donc quelque chose à manger pour
ce soir.
４２ 総称をめぐる quelqu’un/quelque chose の特性
これらの特性は quelqu’un/quelque chose の数量が定まっていないことを示し
ている。
4． quelqu’un/quelque chose が総称解釈できない理由
4. 1．問題点
des N/du N が数量が定まらないために総称解釈できないのであれば，数量
が定まらない quelqu’un/quelque chose も総称解釈できないはずである。ところ
が CORBLIN（2010）は，「総称（générique）」を「一般（général）」の意味に敷
衍したうえで，pouvoir, en général などの総称演算子（opérateur de généricité）
が文中にあれば文は一般という意味での総称解釈が可能になると主張し，
quelqu’un/quelque chose が主語として用いられている（25），（26）は総称解釈
されると主張している（p.4）。
（25）Quelque chose a en général un prix.
（26）Quelqu’un peut être difficile à convaincre.
数量の定まっていないはずの quelqu’un/quelque chose が総称文の主語になれる
というのはなぜか。もし数量が定まらなければ総称文の主語になることができ
ないのであれば，これらの例は quelqu’un/quelque chose の数量が定まっている
はずである。pouvoir, en général が quelqu’un/quelque chose の数量を定める役割
を果たしているのだろうか。それともこれらの例は森・東郷（2004 b）の仮説
の反例になるのだろうか。あるいはこれらの例が総称解釈されるという COR-
BLIN（2010）の主張に問題があるのだろうか。
CORBLIN（2010）は総称演算子（opérateur de généricité）と一般化演算子（opé-
rateur de généralisation）を同義語として用いている（pp.4, 8）。もし，「総称演
算子」en général が（25）の quelque chose を束縛し，その数量を定めているの
であれば，「quelque chose にはすべて値段がある」という意味になるはずであ
り，「一般的には…」という意味とは異なってしまう。総称演算子と一般化演
算子を同一視することはできない。en général は総称演算子ではなく，quelque
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chose は総称解釈されているのではない。2. 1．で見た CORBLIN（2010）の
「quelqu’un/quelque chose は，表出された総称演算子に束縛されない限り総称解
釈されず，専ら存在解釈される」という仮説はこの点でも問題がある。
では（25）の en général は，quelque chose の数量を定める役割を果たしてい
るのだろうか。この文は例外的には値段がないものもあり得るということを含
意する。en général は述語に適合する quelque chose の指示対象がすべての物で
はなく，一部の例外を除いた物であることを示しており，この意味で quelque
chose の数量を限定しているが，数値化できる数量を表すわけではない。した
がって，数量は定まっていないと考えられる。
（26）は誰かが説得しがたいということがあり得るという意味を表す（6）。そ
れが何人であるかは不明であり，quelqu’un の数量が定まっているとは言えな
い。またこの文は人であれば誰もが説得しがたいことがあり得るという意味を
表すのではなく，quelqu’un は総称解釈されているのではない。pouvoir は「誰
かが説得しがたい」ということがありえる可能世界を導入しているのであっ
て，総称演算子ではない。
4. 2．quelqu’un/quelque chose が主語位置を占める「総称文」
（25）が非文にならないのは，quelque chose の数量が定まるからではなく，
quelque chose の表す変項の変域が物というクラス全体ではないことを en géné-
ral が明示するからではないか。en général により，変項の変域がクラス全体で
はないことが表されると，「総称文」中でも quelque chose の使用が可能になる
ということは，quelque chose が本来，物というクラスの全成員を表すことが
できず，総称演算子に束縛されない性質を持つことを示唆していると考えるこ
とができる。このような文は「総称文」ではなく，「特徴文」であると考えら
れる（7）。
（07）に比べ（26）の容認度がやや改善するのは，pouvoir があるために述語
が総称解釈されず，「人」というクラスの全成員を表さない quelqu’un との間
に矛盾が生じないためだと考えられる。est difficile à convaincre という現在時
４４ 総称をめぐる quelqu’un/quelque chose の特性
制の述語を総称解釈すると，un homme を主語とする（06）は問題なく容認さ
れるが，quelqu’un を主語とする（07）が非文になるのは，quelqu’un が総称演
算子に束縛されない性質があり，「人」というクラスの全成員を表さないこと
が原因であると考えられる。
（16）では n’importe qui は総称文の主語として適切だが，quelqu’un は不適
切であった。n’importe qui は「人」というクラスの全員に該当するが，quelqu’un
は全員に該当しない。de nos jours によって述語 possède un ordinateur が例外を
許さない総称時制として解釈されると，主語がクラスの全成員を表さない
quelqu’un では総称時制の述語と非総称の主語が乖離してしまうため，非文に
なると考えられる。
quelqu’un/quelque chose がクラスの全成員を表さないということは，次の例
で確認することができる。
（27）a. Un homme a un destin.
b. *Quelqu’un a un destin.
c. *Quelqu’un a tous un destin.
d. *Quelqu’un,｛ n’importe qui/n’importe lequel/qui que ce soit｝, a un des-
tin.
e. *N’importe quel quelqu’un a un destin.
（28）a. Une chose n’a pas d’âme.＝（08）
b. *Quelque chose n’a pas d’âme.＝（09）
c. *Quelque chose n’a tous pas d’âme.
d. *Quelque chose,｛ n’importe quoi/n’importe lequel/quoi que ce soit｝,
n’a pas d’âme.
e. *N’importe quel quelque chose n’a pas d’âme.
un N は N の表すクラスの成員のどれかをどれでも表し，un N の表す変項の
変域はクラス全体であり，結果的に全成員に該当することになるので，述語が
総称解釈されても問題なく主語になれる。一方，quelqu’un/quelque chose は，
変項の変域がそれぞれ「人」・「物」というクラス全体ではないので，クラスの
総称をめぐる quelqu’un/quelque chose の特性 ４５
すべての要素について成立しなければならない述語とは相容れないため，容認
されない。quelqu’un/quelque chose が表す変項の変域がクラス全域となるよう，
tous, n’importe｛ qui/quoi｝, n’importe lequel，｛ qui/quoi｝que ce soit, n’importe quel
を付加しても，非文のままである。
5．おわりに
本稿では不定名詞句に分類される quelqu’un/quelque chose が総称解釈されな
いのは，これらの不定代名詞が表す変項の変域がそれぞれ「人」・「物」という
クラス全体ではないためであるという仮説を提案した。quelqu’un/quelque chose
には存在解釈される性質が本質的に備わっているが，表出された総称演算子の
スコープに入ると，これらの不定代名詞が総称解釈されるという CORBLIN
（2010）の仮説は quelqu’un/quelque chose の本質を捉えていない。
分析の対象とした総称文は quelqu’un/quelque chose が主語位置にあるものに
限定した。上記の仮説を確立するには，他の位置も含めて説明できるかどうか
などの検証が必要である。
注
⑴ DOBROVIE-SORIN（2004）では三つの特性があげられているが，本稿ではこのうち
二つを取り上げる。三つ目の特性は「不定名詞句と量化名詞句ではスコープの取
り方が異なる」というものであるが，DOBROVIE-SORIN（2004）が示している例
（Quelqu’un croit que Marie a lu un（certain）livre. Quelqu’un croit que Marie a lu
chaque livre.）に基づいてインフォーマント調査を行ったところ，両者に明確な違
いは見られなかった。
⑵ 表出された総称演算子のスコープ内にあり，「総称解釈される」という quelqu’un/
quelque chose については後述する。
⑶ 特定化述語・非特定化述語の定義については KLEIBER（2001）を参照。
⑷ 特定化述語・非特定化述語と局面レベル述語・個体レベル述語の違いについて
は，BOSVELD-DE SMET（2000）参照。
⑸ 森・東郷（2004 a）は des N の例外的総称解釈について論じている。
⑹ インフォーマントによると，この文は容認度が低い。状況設定をより具体的なも
４６ 総称をめぐる quelqu’un/quelque chose の特性
のにするために，Dans le parlement de n’imorte quel pays を文頭に補ってみても，
容認度は改善しない。
⑺ 「総称文」と「特徴文」の定義については KRIFKA et al.（1995）を参照。特徴文は
名詞句が総称解釈を受けるのではなく，文全体が受ける。また，例外を許す。
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